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１．はじめに
 1.１　背景と目的
　自動車や電車、モノレールなどの交通システムの発展に
より、徒歩で行けるような近隣の場所を除けば、大半の移
動に上記の交通システムを利用している。それゆえ、ひと
が車窓越しに風景を眺める体験をする機会は増加してきて
いると考えられ、車窓景は地域を映し出す代表的な風景で
ある。また、視点が比較的高速で移動することにより、効
率的に都市や地域の視覚的体験をすることができる。
　車窓風景が地域認識に果たす役割が大きいことを鑑みれ
ば、車窓風景の構成要素の何を見てどのような印象を持つ
かを明らかにすることは有意義であるし、それをもとにし
た沿線地域のデザインにも適用が可能であると考えられ
る。また、車窓に広がる風景を見ている時、わくわくする
ような楽しさを覚えることがあるが、その感覚はシークエ
ンスとして風景がどのように変化したときにえられるの
か、またその時、街路と路線の交差の仕方など沿線の地域
との関係性はどのようになっているかを明らかにすること
も有意義であると考えられる。
　そこで本研究では、既存の研究で得られている車窓風景
の注視特性を参照し、人が車窓に広がる風景の何を見てど
のような抱くのか、そしてそれらの印象はどのような風景
の変化や沿線地域との関係性に起因するのかを明らかにす
ることを目的とする。

１.２　研究の位置づけ
　本研究に関連する既存の研究として、永杉　らは注視時
間や視距離により都市近郊鉄道での景観体験と歩行景観体
験とを比較した注視可能時間比較モデルを提唱している。
　古田　らは速度変化と注視特性の関係に注目し、①倍速
度になると標準速度より注視点の進行方向のばらつきが減
ること、  ②注視点は、加速区間では進行方向に移動し、等
速区間では画像中心に定着し、減速区間では進行方向負の
向きに移動する特性があること、  ③標準速度ではひとや看
板などの小さな景観構成要素が注視されているのに対し、
倍速度では建物や樹木などの大きな景観構成要素が注視さ
れること、  ④高速になるほど注視領域が遠方に向かうこ
と、を明らかにしている。　
　柳田ら　は都市近郊鉄道において、静止して眺められる
景観（連続シーン景観）と、電車移動を伴って眺められる

景観（シークエンス景観）との心理的な側面である評価の
差異に注目し、  ①因子分析において、第一軸は連続シーン
景観とシークエンス景観ともに「好ましい」、「美しい」な
どの総合評価の軸であるが、第二軸については、連続シー
ン景観では「高い」、「整然と」 などの物体の性質や配置に
関わる軸と判断されたのに対し、シークエンス景観では、
「変化に富んだ」、「奥行感の深い」 などの空間の雰囲気に関
わる軸と判断され、差異が現れること、  ②自然的な景観で
あるほど、連続シーン景観とシークエンス景観との評価の
差異は減少すること、  ③都市的な景観では、シークエンス
景観になることで立体感や変化がつかみやすくなり、その
分評価が向上する一方で、自然的な景観では立体感や変化
に関する評価の向上が乏しくなるため、より鮮明に一致が
現れる、ことを明らかにしている。
　このように、車窓景を取り扱った既存研究には注視特性
に関して記述しているものが多いが、具体的に車窓風景の
構成要素の何を見てどのような印象を抱いているのか、ま
たその印象は車窓に広がるシークエンスな景観のどのよう
な景観構成によるものなのか、どのような要因により想起
されたのかを論じているものは見当たらない。本研究はそ
の点で新規性があると考えられる。

１.３　用語の定義
　以下に、本論文中で使用する用語について定義する。

１）  車窓風景
　自動車や電車、モノレールなど移動する視点から体験さ
れる風景体験（移動風景）のうち、特に車窓を通して体験
される風景を指す。

２）注視特性
　シークエンス景観における人間の視覚的特性をいう。視
線が集まる注視点や移動する注視点の分布に加え、建物や
街路樹、家の壁、空、人、看板、家の窓などの注視点から
把握される具体的な景観構成要素である注視対象、視点か
ら注視対象までの距離を表す注視距離などにより表すこと
ができる。
　視点の移動速度やその時間的変化である加速度によりそ
の特性は変化する。

　自動車や電車などの交通システムの発展と利用拡大により、人が車窓越しに風景を眺める状況は増加してき
ており、車窓風景が地域認識に果たす役割は大きいと考えられる。本研究では、人が車窓風景の構成要素の何
を見てどのような印象を抱くのか、またその印象はどのような要因により想起されたのかを、自由記述方式の
アンケート（印象評価調査）および沿線現地調査により明らかにする。想起された印象を分析した結果、「変化」「発
見」「驚き」といった要因により印象が想起されやすいことがわかった。



１.４　研究の方法
　本研究では、車窓に広がる風景の構成要素の何を見てど
のような印象を抱いているのか、そしてそれはどのような
景観構成によりもたらされるのかを明らかにするために次
のような方法をとる。
１）注視特性の整理・分析
　車窓景の注視特性について、既存研究で得られている知
見を整理・分析する。
２）印象評価調査
　実際に江ノ島電鉄に乗車してもらい、車窓に広がる風景
の何を見て、どのようなことを感じているかを自由記述方
式のアンケートにより調査する。
４）  沿線実態調査
　印象評価調査で印象の想起数が多かった場所を中心に車
窓から見えていた沿線地域の街路構成や土地利用状況など
を調査する。
５）  考察
　上記をもとに、車窓風景から想起される印象の調査と、
想起の要因になった景観構成要素、車窓風景の変化の仕方
を明らかにする。

２．研究の対象
２.１　対象の選定　
　対象として、神奈川県の鎌倉市と藤沢市を走行している
江ノ島電鉄をとりあげる。本研究は、車窓風景の記述法及
び沿線地域デザインに関する研究としては基礎的なもので
あるため、地形や場所に特徴があり、車窓風景から印象を
抽出しやすい路線が適当であると考えたためである。また、
首都圏では珍しく、観光路線で且つ通勤の足としての顔も
持ち、地域住民や観光客から広く親しまれているため多く
の人が車窓風景を眺めていること、都市近郊鉄道でありな
がら都市的エリアに加え、緑が豊富な住宅地エリアや海と
いう自然要素に接する海浜エリアなど多様な表情を見せる
ことも、その選定要因として挙げられる。
　
２.２　対象の概要
　対象とする江ノ島電鉄は神奈川県の南西部を走行する路
線である（上記の fig.1 参照）。鎌倉から藤沢までの全長
10km を所要時間 34 分で結ぶ。山、河、海、トンネル、
路面走行区間などがあり、古都鎌倉と湘南藤沢・江ノ島な
ど、古き時代と新しいものが混在するまちを走行する路線
である。全区間にわたり単線であり、途中に設けられてい
る複線区間や駅などにおいて対向列車と交差する。最高速
度は 50km/h 程度であり、JR 線など周辺を走行する他の路
線に比べゆっくりとしたスピードで走行する。
　また、鎌倉ー藤沢間を沿線地域との関係により、４つの
エリアに分けて考えることができる。以下に、そのエリア
の分類の種別とそれぞれの該当区間名を示す。
⑴住宅地エリア…住宅地を走行する区間
　　　　　　　　　鎌倉ー稲村ケ崎　及び　江ノ島ー石上
⑵海浜エリア…海を一面に眺望できる区間
　　　　　　　　　稲村ケ崎ー腰越
⑶路面走行エリア…商店街の中心を路面走行する区間
　　　　　　　　　腰越ー江ノ島
⑷都市的エリア…高架走行区間
　　　　　　　　　石上ー藤沢

３．研究の方法
３.１　印象評価調査
　実際に江ノ島電鉄に乗車し、車窓越しに風景を見ていて、
気になったこと、感じたことなどを自由に記述してもらい、
記述が多く印象に残りやすい要素はどのようなものである
かを把握する。
　本調査は以下のような調査条件で行った。
　調査日時：平成 21年 11月 23日及び 12月 6 日の午前
　調査対象：大学生 10名（男性 6名、女性 4名）

３.２　沿線実態調査
　想起された印象が、沿線地域と江ノ島電鉄の路線のどの
ような関係により想起されたのかを把握するために沿線の
実態を調査する。
　調査の対象として、２．２節に示した各エリアの中で、
印象評価調査において記述数が多く、また車窓景のポイン
トを有すると考えられる代表的な駅を選出し、その駅を中
心として半径約 100m の範囲を設定した。以下にその対象
駅と調査ルートの概要を示す。
　⑴住宅地エリア…鎌倉駅および和田塚駅周辺
　⑵海浜エリア…七里ケ浜駅および鎌倉高校前駅周辺
　⑶路面走行エリア…腰越駅および江ノ島駅周辺
　⑷都市的エリア…石上駅および藤沢駅周辺

４．現地調査の結果
４.１　印象評価調査
　印象評価調査の結果を以下に示す。想起された印象の右
に書かれた数はその印象を想起した被験者の数である。以
下の table.1 に想起された印象を区間ごとに整理した。
　また、　想起された印象の割合を区間ごとに計 14 個の円
グラフに整理した。その際、table.1 に記述された印象を①
路線線形、②沿道建築物、③空間としての空き、④壁面線の
位置、⑤人の姿・行動、⑥海が見える、⑦駅施設・設備、⑧移
動景観体験の印象、という８つのカテゴリに分類した。
ここでは、3.3 節の沿線実態調査において選出した各エリ
アの代表的な区間である鎌倉̶和田塚、稲村ケ崎̶七里ケ
浜、腰越̶江ノ島、石上̶藤沢、の４つを fig2.、 fig3、
fig.4、 fig..5 に示す。

fig.1　江ノ島電鉄路線図
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table.1　印象評価調査結果

fig.2　想起された印象の割合（鎌倉ー和田塚駅区間）

fig.3　想起された印象の割合（稲村ケ崎ー七里ケ浜駅区間）

fig.4　想起された印象の割合（腰越ー江ノ島駅区間）

fig.5　想起された印象の割合（石上ー藤沢）

　特徴としては、住宅地エリアでは、人や住宅との距離が
近くそれらに関する印象が多いこと、海浜エリアでは海に
関する印象だけではなく他の印象数も増加していることか
ら、海という要素により車窓風景全体に対する意識も強く
なっていること、眺望が良くない区間では線路線形に対す
る意識が強まることが挙げられる。また、走行状態に特徴
がある路面走行エリアや都市的エリアでは路線線形に関す
る記述が増加する。　
　また、都市的エリアの石上̶藤沢駅区間では、沿道の壁
面線との距離が大きくなり眺望がよくなるため、沿道建築
物に関する記述が増加し、４つのエリアの中で最も多い。
　続いて、　印象数の区間毎の推移を以下の fig.6 に示す。

fig.6　印象数の区間毎の推移



　総印象数６６９、住宅地エリア平均４２、海浜エリア平
均７２、路面走行エリア４９、都市的エリア３６、の印象
が得られた。
　また、住宅地エリアの狭さ・圧迫感についてであるが、
鎌倉ー和田塚駅区間では住宅の壁面線の印象数が多いもの
の、区間が進むにつれてその印象数は減少しており、ある
種の慣れにより、その圧迫感は気にならなくなったと考え
られる。その狭さに慣れるにつれて、沿道建築物や人の姿・
行動に関する印象が増加し、落ち着いて車窓景を見ること
ができるようになったと考えられる。
　海浜エリアが終了する鎌倉高校前ー腰越駅区間で印象数
が減少するが、次の腰越ー江ノ島駅区間は路面走行エリア
であり、路面走行や沿道建築物、人の姿・行動に関する印
象が増加し、総印象数も増加する。
　藤沢寄りの住宅地エリアは壁面線も遠く、安心感はある
ものの他の路線の車窓景と類似しており、日頃見慣れてい
るためか、印象数が少ない。町並みを形成する石垣（統一感）
に関する記述や散歩している人など、沿道建築物や人の姿・
行動に関する印象が得られたものの路線線形に関する印象
が多い。
　都市的エリアの石上ー藤沢駅区間では、次第に線路のレ
ベルが上昇し、高架走行になることが、都市的というイメー
ジを与えている。ただ、日頃見慣れているために、印象数
がそれほど多くない。
　これまでは区間毎に印象を分析してきたが、以下では、
これらの中でも想起数が多く印象が強いと考えられ、車窓
景の注視特性と関係があると考えられるものを示す。

⑴  壁面線が近い（想起者数：９）

　単線で、住宅のすぐ脇を走っているが、視点が移動する
ことで狭さが際立ち、家々の隙間や裏庭をくぐり抜けてい
るような感覚になる。所々にある空地に『はっ』と多少驚
くという印象も得られた。狭さについては、「これも江の
電の魅力では？」「圧迫感がある」という評価がなされた。
　
⑵  狭い住宅地を抜けると少し開ける（想起者数：６）

　住宅地をくぐり抜けてしばらくするとふっと視界が開け
る。狭い住宅地区間が続いていたため、開けた空間にでて
「開放感を感じる」との声が被験者から聞けた。小高い丘
のような場所に建っている住宅を見ていると、特別な風景
ではないけれど、舞台性のを感じる。視点が移動すること
で舞台が刻々と変わり、その様子はダイナミックである。

⑶  海への斜めの軸線（想起者数：７）

　
　踏切などで道路と交差する際、道路が海へと斜め前にの
びている（海への斜めの軸線）とはっと心引かれる。視点
が移動していると、注視点は斜め前方に向くという既存研
究知見とも合致している。海への斜めの軸線が視界に入っ
てくる箇所で被験者から「海だ！」の声が聞こえた。

⑷  カーブの先に一面の海が見える（想起者数：８）

　
　
　「カーブを曲がったら海が見えた」という記述が多く挙
がった。晴れていれば富士山も眺望でき、ダイナミックな
風景が、ドラマティックに立ち現れるさまには圧倒される。
　以上のように、移動景の特性である「変化」「発見」「驚き」
といった要素に深関係する印象が主に想起された。

４.２　沿線実態調査
　現地における沿線実態調査の結果を以下に示す。
❶住宅地エリア【和田塚駅周辺】
　このエリアの特徴として、単線であるため、線路と沿線の建物
との距離が近いことが挙げられる。線路内に立ち入ると程よい囲
繞感を感じる。小学校があり、下校時刻になるとにぎやかで楽し
そうな声が行き交う。また、線路の上を我が物顔で悠々と慣れた
様子で歩く老人や、線路脇に玄関を構え、来客が線路を歩く住宅
や店舗など、線路空間に親しみを持ち、私有化しているような印
象を受ける。沿線地域や沿線住民との関わりが深いと感じられる。
❷海浜エリア【鎌倉高校前駅周辺】
　このエリアのイメージはやはり海が主であり、オフシーズンに
も関わらず、砂浜遊びをする親子ずれや、楽しそうに駆け回る地
元の鎌倉高校の学生の様子を見かけた。沿道の住宅は、小高い丘
の上に立ち並んでおり、車窓から見るその様子はダイナミックで
ある。それらの家からは海が一望でき、海と家との間に「見る・
見られる」という舞台性のような関係が成立していると考えられ
る。また、家と江の電、海（砂浜）と江の電との間にも同様の関
係性が成立する。
❸路面走行エリア【江ノ島駅周辺】
　腰越̶江ノ島駅区間では、道路の中心を江の電が走行しており、
その脇を車が避けるようにして通る。安全確保のために比較的ゆっ
くりとしたスピードで走行するため、沿道の住宅や店舗をゆった
りと眺めることができ沿道との間に「見る・見られる」の関係が
成立している
❹都市的エリア【藤沢駅周辺】
　藤沢駅の周辺には中高層の商業ビルが立ち並んでおり、観光客
や地域住民に加え、就業者の比率が高い。高架走行や中高層ビル
と行った人工的な視覚要素が増加するために都市的な印象を受け
る。植栽等への配慮が見られるが、他のエリアに比べ緑が少ない。

Sea

open space



住宅の壁面線の位置が近い
　■ 路線は全区間単線である
　■ D/H = 0.5～1.0 で囲繞感がある
　■ 住宅地の隙間・裏庭をくぐり抜ける感覚を得る
　■ 住民の生活を垣間見ることができる
　■ 線路と住宅や沿道との間に防護柵がない　

海への斜めの軸線
　■ 鎌倉から藤沢へ向かう列車の左側の車窓から、斜め前方

　　に伸びる道が見え、その先にが海が見える。
　■連続する住宅の壁面が一瞬途切れ、視界が開けることで
　　その先に何かあるのではと期待させるとともに、風景に
　　リズムと変化を与えている。

線路の私有化？
　■ 線路の上を当たり前のように自然に歩い

　　ている人の姿を見かけた。地域住民には

　　江の電の線路空間は通学路であり、買い

　　物に行くために通る道であり、日常的に

　　利用する、歩くための空間と認識されて

　　いるようであり、他の道との違いはそれ

　　ほど重要ではないと捉えているかのよう

　　に感じられるのが興味深い。

　■ 線路脇に建つ店舗の入り口や住宅の玄関

　　が線路に向かうようにして設けられてい

　　る。線路との間に通路はなく、住宅や店

　　舗にたどり着くには線路の上を歩いてい

　　くことになる。

和田塚駅
Wadaduka Station

鎌倉駅
Kamakura Station

道路は途中で右にそれているが
その先に障害物がなく、海への視界が確保されている

由比ケ浜駅
Yuigahama Station

250m

鎌倉高校前駅
Kamakurakoukoumae Staition

七里ケ浜駅
Shitirigahama Staiton

Inamuragasaki Station
稲村ケ崎駅

国道 134 号線
　■ 海沿いのドライブや江ノ島に向かう車で 交通量が

 　　多い。天気が良い日は沿道から江ノ島本島や富士

　　 の名峰も望める。

　■ ジョギングやサイクリングなどアクティビティ が

　　 豊富であるが、歩道は鎌倉高校前駅周辺 のみある。　

海への視界がぱっと広がる
　■ これまでは、建物の合間や海への斜めの軸線上に

　　 海が見える程度であったが、この地点でカーブを

　　 抜けると一面に海が飛び込んでくる。

　■ これまでの車窓風景とのコントラストから、全区

　　 間で一番の見せ場である。

　■ この地点から望む夕陽は江ノ島と富士山が赤く染

　　 まり絶景である。良好な視点場である。

海への斜めの軸線
　■海への斜めの軸線は住宅地エリアにも

　　存在したが、先ほどのそれよりも海が

　　大きく見え、海に近づいてきたことが

　　わかる。

　■この軸線は海に向かって下っているた

　　め、海への良好な視界が得られる。

　■この軸線が見えることにより、海への

　　期待はピークを迎える。

丘の上に建つ住宅群
　■ 海を望むようにして、小高い丘の上に住宅地が広

　　 がっている。これらの住宅は砂浜からも見ること

　　 ができ、海との間に双方向の視線が形成され、舞

　　 台性が成立している。車窓越しに見るそれらの姿

　　 はダイナミックである。

　■ 海とともに、この地域のイメージを形成する重要

　　 な要素である。

国道 134 号線

土地利用の様子
　■ 代表幅員 15mの国道 134 号線に沿った幅 30mのエリア
　　 が第一種中高層住居専用地域に指定され、それより以北
　　 のエリアは第一種低層住居専用地域、あるいは第二種住
　　 居専用地域に指定されている。
　■ 国道 134 号線の沿道には「海が見える立地条件」を生か
　　 したイタリア料理などの飲食店が立ち並び、休日や平日
　　 でも食事時になると観光客や地元の高校生、地域住民等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多くの人が足を運ぶ。

fig.7　沿線実態調査（住宅地エリア）

fig.8　沿線実態調査（海浜エリア）



１）印象は、注視特性と沿線地域の街路骨格などの特徴が
　　一致した箇所や、車窓風景にドラマティックな「変化」
　　や、人の姿・行動などの思わぬ「発見」がなされた箇
　　所で多く想起される。
２）車窓風景の中に、視線を引きつける要素（本研究では海）
　　があると、他の景観要素への関心も強くなり、印象の
　　想起数全体も増加する。
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江ノ島駅
Enoshima Station

腰越駅
Koshigoe Station

商店街を走る路面電車
　■ 代表幅員 11mの腰越藤沢線上を

　　 路面走行する。道路の中心を江の

　　 電が走行し、その脇を避けるよう

　　 にして車や人が通る。

　■ 腰越藤沢線の両脇 30mの範囲は

　　 容積率 200%、建ぺい率 80%の

　　 近隣商業地域に指定されている。

　■ 商店街に入る手前の交差点で左

　　 手に江ノ島が見える。

国道 134 号線

いざ、江ノ島へ！！
　■ 江ノ島駅を出てすぐの所にある街路は

　　 江の島へと延びており、休日になると

　　 江の島に観光に訪れた人々で混雑し、

　　 活気を生み出している。

　■ 沿道には地元の海の幸を提供する飲食

　　 店や土産物・物産店などが立ち並ぶ。

川と並走するが、車窓からは

川は見えない

双方向の視線・舞台性
　■ 安全性確保のために、全区間の中でも比

　　 較的ゆっくりとしたスピードで走行する

　　 ため沿道の店舗・まち並みをゆったりと

　　 眺めることができ、また沿道からもその

　　 姿をじっくりと見ることができ、舞台性

　　 が成立していると考えられる。

　■ 商店街では、腰越の名産であるシラスや

　　 湘南の海で採れた新鮮な魚介類を取り扱

　　 う料亭や豆腐屋のほか、地元の人が利用

　　 するスーパーや歯科医院が立ち並ぶ。

江
の
島
が
見
え
る

海
へ
の
斜
め
の
軸
線

龍口寺

海に向かって上っているため

視界に海は入ってこない

鵠沼駅手前で橋を渡るまで

この川に沿って走行する

５．考察
　本研究では、自由記述方式のアンケート調査である印象評価
調査により、人が車窓風景の構成要素の何を見てどのような印
象を抱いているのか、そしてその印象がどのような車窓風景の
変化や沿線地域との関係性に起因するのかについて明らかにし
た。その結果、以下の２つのことがわかった。

fig.9　沿線実態調査（路面走行エリア）

fig.10　沿線実態調査（都市的エリア）


